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京
都
御
苑
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
京
都
の

緑
の
シ
ン
ボ
ル
が
成
立
し
た
節
目
は
明
治

維
新
、
京
都
没
落
の
危
機
で
し
た
。
東

京
遷
都
で
三
十
五
万
の
人
口
が
一
時
は

二
十
四
万
に
ま
で
減
っ
た
京
都
の
中
で

も
、
こ
の
あ
た
り
は
「
狐
狸
の
棲
家
」
と

ま
で
言
わ
れ
る
寂さ

び

れ
よ
う
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
で
も
、
主
が
去
っ
た
邸
宅
跡
地
を
整

備
し
て
、
近
代
京
都
の
い
わ
ば
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
で
は
人
口
百
五
十
万
近
い
大
都
市
の

市
街
地
最
大
の
緑
地
と
し
て
、
多
様
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
大
き
い
こ
と
は

い
い
こ
と
で
す
ね
。
例
え
ば
生
息
で
き
る

動
植
物
の
種
類
数
は
、
そ
の
場
所
の
面
積

が
最
も
重
要
な
プ
ラ
ス
要
因
な
の
で
す
。

な
に
せ
、
生
物
多
様
性
の
危
機
は
深
刻
。

北
山
で
は
シ
カ
食
害
で
祇
園
祭
の
厄
除
け

粽
の
笹
が
無
く
な
る
し
、
か
つ
て
は
普
通

に
あ
っ
た
源
氏
物
語
の
フ
ジ
バ
カ
マ
、
葵

祭
の
フ
タ
バ
ア
オ
イ
、
八
坂
の
を
け
ら
詣

り
の
オ
ケ
ラ
な
ど
も
、
も
う
野
山
で
は
滅

多
に
出
会
え
ま
せ
ん
。
御
苑
な
ら
、
京
都

京都御苑、九條池高倉橋と紅葉

京
都
市
街
地
の
真
ん
中
に
鎮
座
す
る
巨
大
な
緑
の
空
間
、
京
都
御
苑
。
そ
の
成
り
立
ち
は
日
本
の
都
と
し
て

の
長
い
歴
史
と
明
治
以
降
の
近
代
都
市
に
お
け
る
公
苑
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
現
代
に
お
け
る
そ
の
意
義

に
つ
い
て
生
態
的
、
文
化
的
、
ま
た
人
々
の
健
康
に
与
え
る
影
響
に
踏
み
込
ん
で
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
の

森
本
幸
裕
氏
に
語
っ
て
い
た
だ
く
。

環
境
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
京
都
御
苑

︱
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
思
う
︱

森
本
幸
裕
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と
っ
て
、
御
苑
は
ど
の
よ
う
な
場
所

な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。
玉
砂
利

の
道
を
歩
き
な
が
ら
、
マ
ツ
や
サ
ク

ラ
、
タ
カ
オ
カ
エ
デ
が
植
栽
さ
れ
て

い
る
陽
当
た
り
の
よ
い
芝
生
に
目
を

や
る
。
ネ
ジ
バ
ナ
、
マ
ツ
バ
ウ
ン
ラ

ン
、
ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
小

さ
な
草
本
に
加
え
て
、
カ
ン
サ
イ
タ

ン
ポ
ポ
な
ど
の
ロ
ゼ
ッ
ト
型
の
草
本

や
ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ケ
や
シ
ロ
ツ
メ

グ
サ
な
ど
の
地
表
面
に
茎
を
這
わ
す

ほ
ふ
く
型
の
草
本
が
マ
ッ
ト
状
に
広

が
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
皆
、
強
敵
で

あ
る
大
型
の
草
本
が
刈
り
取
ら
れ
る

こ
と
で
こ
の
場
所
を
確
保
で
き
て
い
る
。

秋
、
御
苑
の
外
周
を
取
り
囲
む
樹

林
地
を
歩
い
て
み
た
。
色
づ
き
始
め

た
エ
ノ
キ
、
ム
ク
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
な

ど
の
落
葉
広
葉
樹
の
大
径
木
の
下
に

は
カ
シ
類
や
マ
テ
バ
シ
イ
、
シ
イ
ノ

キ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
な
ど
の
常
緑
広

京
都
御
苑
は
市
街
地
の
中
の
貴
重

な
緑
の
空
間
で
あ
り
、
多
く
の
市
民

に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
広
々
と
し
た

そ
の
苑
地
を
散
策
す
る
と
、
い
つ
し

か
心
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
想
い
が
湧
き
出
て
く
る
。
初

夏
の
あ
る
日
、
出
水
の
小
川
で
水
の

流
れ
を
何
気
な
く
眺
め
て
い
た
。
ク

レ
ソ
ン
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
水
面

に
漂
っ
て
い
て
、
岸
辺
に
は
キ
シ
ョ

ウ
ブ
が
貴
重
な
水
際
の
空
間
を
奪
い

合
う
よ
う
に
生
え
て
い
る
。
広
大
な

御
苑
の
中
で
、
ほ
ん
の
一
握
り
の
こ

の
場
所
だ
け
が
彼
ら
に
と
っ
て
の
安

住
の
地
な
の
だ
ろ
う
。

御
苑
に
暮
ら
す
生
き
物
た
ち
に

せ
ん
。
今
の
碁
盤
の
目
の
街

路
は
平
安
時
代
で
は
な
く
、

秀
吉
の
御
土
居
の
中
の
町
づ

く
り
の
名
残
で
す
。
鴨
長
明

は
方
丈
記
で
彼
が
経
験
し
た

災
難
、
つ
ま
り
天
災
や
大
火
、

飢
餓
に
加
え
て
、
平
清
盛
の

福
原
遷
都
を
記
録
し
ま
し
た
。

そ
の
六
百
八
十
年
後
の
東
京

遷
都
と
い
う
災
難
が
近
代
京

都
の
都
市
環
境
の
基
盤
、
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
生
ん
だ
、

と
も
い
え
る
の
で
す
ね
。

京
都
は
災
難
で
ク
ラ
ッ
シ
ュ

し
て
も
蘇よ

み
が
え

っ
て
、
い
ろ
ん
な

時
代
の
優
れ
た
要
素
の
重
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
で
は
、
蘇
る
京
都

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
ど
こ
に

あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
重

要
な
要
因
は
、
三
山
（
東
山
、
北
山
、
西

山
）
の
森
を
背
景
に
、
水
の
流
れ
と
森
の

保
全
を
旨
と
す
る
、
自
然
立
地
を
尊
重
し

た
背
山
臨
水
「
風
水
」
の
ま
ち
づ
く
り
に

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
現
在
、
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
撹
乱
が
席
巻
。
な
ん
と
か
早

の
文
化
を
支
え
て
き
た
そ
う
し
た
植
物
の

レ
フ
ュ
ー
ジ
ア
（
避
難
場
所
）
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
し
ょ
う
。

「
撹
乱
が
再
生
す
る
豊
か
な
大
地
」、
こ

れ
は
私
が
京
都
大
学
定
年
を
機
に
ま
と
め

た
著
書
「
景
観
の
生
態
史
観
」
の
副
題
で

す
。
自
然
や
文
化
の
変
遷
を
生
態
学
か
ら

見
て
い
く
と
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
景
観
パ

タ
ー
ン
変
化
の
節
目
に
は
必
ず
震
災
や
風

水
害
な
ど
の
撹
乱
＝
災
難
が
あ
る
の
で

す
。
短
期
的
に
見
れ
ば
、
大
き
な
撹
乱
は

災
難
に
間
違
い
な
い
の
で
す
が
、
他
方
で

生
き
物
の
多
様
性
や
次
世
代
の
活
力
を
生

ん
で
い
る
の
で
す
。

「
千
年
の
都
」
と
呼
ば
れ
て
も
平
安
京

の
名
残
は
現
在
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま

京
都
御
苑
の
多
彩
な
生
き
物
た
ち
の
世
界
─
生
物
多
様
性
─

広
大
な
苑
地
の
中
か
ら

お
気
に
入
り
の
場
所
を
見
つ
け
た
生
き
物
た
ち

山
雅
男

く
収
束
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
で
も
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
の
山
中
伸
弥
先
生
に
よ
る

と
、
対
策
は
短
距
離
走
で
は
な
く
、
マ
ラ

ソ
ン
み
た
い
な
も
の
で
、
少
な
く
と
も
一

年
ほ
ど
は
皆
が
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
と
す
る
と
、
ず
っ
と

自
宅
に
こ
も
っ
て
自
粛
し
て
な
い
と
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
い
え
、
先
生
が
紹

介
さ
れ
た
情
報
の
中
に
、
自
然
免
疫
の
重

要
性
が
あ
り
ま
し
た
。
免
疫
機
構
に
は
、

感
染
や
ワ
ク
チ
ン
で
新
た
に
獲
得
さ
れ
る

免
疫
だ
け
で
な
く
、
も
と
も
と
異
物
を
排

除
す
る
自
然
免
疫
が
あ
っ
て
、
今
回
の
中

国
武
漢
で
の
新
型
肺
炎
感
染
消
長
か
ら

も
、
そ
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
か
。

自
然
免
疫
系
を
維
持
す
る
に
は
、
ま
ず
体

内
時
計
を
狂
わ
さ
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
生

活
リ
ズ
ム
を
守
る
こ
と
、
積
極
的
に
運
動

す
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
こ
と
、

が
大
事
だ
そ
う
で
す
。

私
は
京
都
御
苑
の
よ
う
に
広
大
な
大
阪

万
博
公
園
の
森
で
、
京
都
府
立
医
大
の
免

疫
学
の
先
生
ら
と
、
が
ん
患
者
の
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
た
め
の
次
世
代
型
統
合

医
療
（
緑
の
環
境
を
生
か
し
、
西
洋
医
学

と
代
替
医
療
を
組
み
合
わ
せ
た
医
療
）
の

実
証
実
験
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
園
芸
セ
ラ

ピ
ー
、
芝
生
で
の
ヨ
ー
ガ
、
グ
ル
ー
プ
療

法
を
組
み
合
わ
せ
て
週
一
回
十
二
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
免
疫
細
胞

活
性
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
疲
労
感

改
善
に
よ
い
効
果
が
確
認
で
き
た
の
で

す
。
今
こ
そ
、
人
と
地
球
の
健
康
に
貢
献

す
る
京
都
御
苑
に
期
待
し
ま
す
。

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

ハギと出水の小川

←

→

京都御苑を南側上空から望む。（画像Ⓒ2020Google）

苑内の小径にて

ムラサキサギゴケ
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よ
う
で
す
。

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
現
烏
丸
御

池
虎
屋
町
で
烏
帽
子
屋
を
創
業
、
そ
の
後

秀
吉
の
施
策
に
よ
り
現
室
町
三
条
下
ル
烏

帽
子
屋
町
に
移
り
戦
中
ま
で
営
み
、
現
在

地
に
至
っ
て
い
ま
す
。「
冠
整
美
」
の
扁

額
を
掲
げ
「
作
り
続
け
る
事
こ
そ
伝
承
」

と
、
日
々
努
め
て
い
ま
す
。

が
、
冠
・
烏
帽
子
を
作
っ
て
い
る
と
い

京
都
御
苑
の
南
側
、
間
之
町
口
の
切
り

通
し
を
下
が
っ
た
所
で
御
冠
・
烏
帽
子
・

神
祭
具
の
調
進
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

そ
の
昔
は
、
冠
は
朝
廷
に
出
仕
す
る
時

は
必
ず
被
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
分
を

表
す
被
り
物
で
、
ま
た
、
烏
帽
子
は
日
常

の
被
り
物
で
し
た
。
平
安
時
代
に
は
一
般

男
子
も
露
頭
を
恥
と
す
る
文
化
も
あ
っ
た

御
苑
の
南
東
部
、
寺
町
御
門
の
南

に
あ
る
ト
ン
ボ
池
に
立
ち
寄
っ
た
。

一
九
八
八
年
に
苗
畑
の
一
画
を
掘
り

こ
ん
で
つ
く
ら
れ
た
二
十
ｍ
四
方
の

小
さ
な
池
に
は
、
九
條
邸
と
近
衛
邸

の
苑
池
の
泥
が
搬
入
さ
れ
、
湿
田
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ハ
ス
を
は
じ

め
、
ガ
マ
、
フ
ト
イ
、
ハ
ン
ゲ
シ
ョ

ウ
な
ど
の
湿
地
性
の
草
本
も
半
年
の

営
み
を
終
え
、
静
け
さ
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
。
ト
ン
ボ
や
カ
エ
ル
の
産

卵
地
に
も
な
っ
て
い
て
、
五
月
の
連

休
や
八
月
の
夏
休
み
に
公
開
さ
れ
る

と
、
子
ど
も
た
ち
の
格
好
の
学
習
の

場
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
京
都
御
苑
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
（
生
態
系
）
が
見
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
生
き
物

が
暮
ら
し
て
い
る
。
見
方
を
変
え
れ

ば
、
御
苑
の
多
彩
な
生
き
物
た
ち
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
の
は
こ
の
よ

う
な
環
境
の
多
様
性
と
も
い
え
る
。

都
市
の
中
心
部
に
つ
く
ら
れ
た
歴
史

あ
る
巨
大
な
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
の

京
都
御
苑
が
生
き
物
た
ち
の
貴
重
な

オ
ア
シ
ス
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

こ
の
よ
う
な
環
境
の
多
様
性
を
維
持

す
る
必
要
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
出
水

の
小
川
や
ト
ン
ボ
池
が
作
ら
れ
た
よ

う
に
今
後
も
新
た
な
環
境
が
創
出
さ

れ
、
よ
り
多
彩
な
生
き
物
た
ち
を
迎

え
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま

な
い
。

（
京
都
自
然
観
察
学
習
会
／

神
戸
教
育
短
期
大
学
名
誉
教
授
）

葉
樹
が
柔
ら
か
な
秋
の
光
に
輝
い
て

い
る
。
夏
の
間
、
強
い
陽
ざ
し
か
ら

守
ら
れ
て
い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
冬

ま
で
の
短
い
〝
稼
ぎ
時
〟
の
到
来
で

あ
る
。
樹
林
地
で
は
芝
生
の
よ
う
な

草
刈
り
が
行
わ
れ
な
い
た
め
、
風
や

鳥
な
ど
に
よ
っ
て
種
子
が
運
ば
れ
た

低
木
や
草
々
が
生
育
し
て
い
る
。
暗

い
と
こ
ろ
に
は
シ
ャ
ガ
や
ヤ
ブ
ミ
ョ

ウ
ガ
も
群
生
し
て
い
る
。
母
と
子
の

森
な
ど
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
、
ア
ベ
マ

キ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
が
生
育
し
て

い
る
場
所
は
夏
で
も
比
較
的
明
る

く
、
キ
ン
ミ
ズ
ヒ
キ
や
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ

マ
ゴ
ボ
ウ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
な
ど

が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
御
苑

の
樹
林
地
は
、
明
る
さ
や
土
の
湿
り

具
合
、
人
の
立
ち
入
り
の
程
度
が
微

妙
に
違
っ
て
い
て
、
多
く
の
植
物
は

そ
の
中
か
ら
自
分
た
ち
の
生
活
に
適

し
た
場
所
を
選
ん
で
生
育
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

ゲンノショウコ ヤブミョウガの群生

御
苑
界
隈
そ
ぞ
ろ
歩
き

御
苑
の
木
々
と
共
に�

柿
元
　
實

う
だ
け
で
「
さ
す
が
京
都
で
す
ね
～
！
」

「
ま
だ
こ
ん
な
モ
ノ
を
作
っ
て
い
る
職
人

さ
ん
が
い
る
ん
で
す
ね
～
」「
で
も
誰
が
、

い
つ
、
何
に
使
う
の
、
売
れ
る
の
？
」
と

よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
全
国
の
祭
禮
、
神

事
、
芸
能
、
新
聞
な
ど
で
よ
く
目
に
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
…
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御苑の南で冠・烏帽子作りを営む

冠作り作業の様子

烏帽子作り作業場風景

京都府立鴨沂高等学校
京都御苑への歩み（2）

京都文化コース 令和 2（2020）年春卒業　鈴 木 綾 音

　今回取り上げるのは鎌倉時代の「御
所」である閑

かん
院
いん

内
だ い り

裏です。
　始まりは平安時代前期の藤原冬嗣
邸「閑院」で、平安時代後期の後三条
天皇により初めて里内裏（内裏の代わ
りとして平安京内に設けられた皇居）
として使われ、その後、高倉天皇（在
位1168～1180）から本格的に用いら
れました。鎌倉時代前期には唯一の内
裏となったものの、正元元年（1259）
に焼失してから再建されることはなく、
約 90年間続いたその歴史に幕を下ろ
すこととなりました。
　閑院内裏は西洞院通、二条通、油小
路通、そして押小路通（実際はこれよ
り30ｍほど南、御金神社の付近）に
囲まれた地域にあたります。鎌倉時代
には御家人による京都大番役の警護対
象の場所でした。現在では押小路小川
の交差点に石碑と駒札が建てられてい
るほかに当時を思わせるものは残って
いませんが、ここがかつて日本の中心
であった事実は変わりません。

青ワクが閑院内裏の位置（『地理院地図（電子国土
Web）』より）。正面は西洞院通に面した東側だった。現
在ではごく普通の住宅地となっている。



一般財団法人 国民公園協会 京都御苑
〒602-0881　京都市上京区京都御苑３

TEL　075-211-6364

白川書院 環境省京都御苑管理事務所

企画・発行／お問合せ先

編集 監修

編集後記

会員募集（2020年度）のお知らせ
2020年度（2020年1月〜12月）の
国民公園協会京都御苑会員を募集し
ます。
■ 年会費
⃝普通会員 ………… 1,000円以上
⃝賛助会員（会社・団体）
　　　　　………… 10,000円以上

■ 会員特典
1 京都御苑ニュースの送付
2 葵祭及び時代祭の観覧席招待券の

進呈（ただし普通会員は会費4,000円
以上の方に限ります。）＊本年、時代祭
行列（10/22）は中止となりました。 

■ 申し込み・お問合せ先
　（一財）国民公園協会京都御苑

■苑内利用施設・サービスのご案内

https://fng.or.jp/kyoto京都御苑 検索詳しくは

■イベントのお知らせ■イベントのお知らせ

明治期に京都御苑が形作られて今年
で137年。この間御所を核としてその周
囲に多様な自然が育まれた。御苑という
緑の空間は生きものたちはもちろん、私
たちの社会や文化、健全さも支えている
のかもしれない。 （発行人　池田善一）

※掲載の各施設の公開、サービス提供などの
運営状況については、新型コロナウィルス感
染拡大防止対策のため変更する場合がありま
す。最新の公開、運営情報はホームページな
どでご確認ください。

閑院宮邸跡収納展示館／京都御苑総合案内所

京都御苑南西角の旧閑院宮邸跡地に建つ公家屋
敷の風格残る旧宮内省建物の遺構。展示室では
京都御苑の歴史や自然を紹介しています。また、
京都御苑の総合案内所として、マップや苑内の
見どころなど旬の情報を提供。
開館時間： 9:00～17:00（展示室は16:30まで）
アクセス： 間ノ町口すぐ（御苑南西角　地下鉄

丸太町 市バス烏丸丸太町 徒歩5分）
休 館 日：年末年始
　　　　　※展示室は月曜日閉室

拾
しゅうすいてい

翠亭（茶室）

五摂家の一つであった九條家別邸の遺構で、茶
室として江戸時代後期に建てられました。
公 開 日： 毎週木・金・土曜日、葵祭、時代祭 

9:30～15:30 ※諸事情により参観休
止の場合もございます。

　　　　　参観料　100円（高校生以上）
貸切利用： 茶会、句会、謡曲等の会合にご利用

できます。利用料については協会
ホームページをご覧ください。

休憩所（レストハウス・売店）

休憩やお食事・喫茶にご利用ください。京都御
苑オリジナルのお土産物を多数揃えています。
営業時間： 9：00～16：30
中立売休憩所（『京都御苑 檜垣茶寮』）
京都御所前に位置し、御苑の木々に囲まれた「森の
休憩所」です。中立売駐車場に隣接し、京都御所
参観へのアクセスは抜群。セットメニューから軽食、カ
フェまで木の香る落ち着いた雰囲気の中でお食事
ができます。売店『檜垣』では、御苑限定のオリジナ
ル商品を多数取り揃えています。KYOTO-WiFi（無
料）も利用可能。

富小路休憩所（御苑南東富小路口すぐ、テニスコー
ト隣接）現在無料休憩所として利用できます。今
後新メニューでリニューアルオープン予定。

運動施設

富小路テニスコート（5面）有料
富小路広場（6面）／今出川広場（3面） 有料
軟式野球・ソフトボールなどにご利用ください。
申し込み：（一財）国民公園協会京都御苑

駐車場

中立売駐車場（乗用車・バス併用／乗用車131
台・バス16台）
利用時間：乗用車 7:00～20:00（24時間出庫可）
　　　　　バ　ス 8:00～17:00　
料　　金：乗用車 800円（3時間まで）
　　　　　当日最大料金 1,200円　
　　　　　バス　2,000円（3時間まで）
※夜間のバス利用について
利用時間：入庫 17:00～20:00　出庫 翌朝8:00まで
料　　金： 1泊 3,000円

清和院駐車場（乗用車専用／81台）
利用時間： 7:00～20:00（24時間出庫可）
料　　金： 800円（3時間まで）
　　　　　当日最大料金 1,200円　
＊詳細は協会ホームページをご参照ください。

※掲載の各種イベントの開催、京都御所など
の公開については、新型コロナウィルス感染
拡大防止対策のため変更する場合があります。
最新の開催、公開情報は各ホームページなど
でご確認ください。

京都御所の通年公開

公 開 日： 通年（事前申し込み不要／無料）
　　　　　ただし、下記は休みとなります。
　　　　　月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
　　　　　行事等実施のため支障のある日
公開時間：９月/9：00～15：50（最終退出16：30）
　　　　　10～11月/9:00～15:20（最終退出16:00）
入 場 門： 清所門
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都仙洞御所の参観

事前申し込みに加えて当日受付も行われています。

当日受付： 京都仙洞御所にて11時頃から先着順に
整理券を配布。（満員になり次第終了）

　　　　　当日受付枠は13:30、15:30。
　　　　　各時間とも定員は10名。
お問合せ：宮内庁京都事務所　☎075-211-1215

京都御苑Instagram／Twitterで紅葉の深まりをチェック！

@kyotogyoen_info @gyoen_info

京都迎賓館一般公開

日本の歴史・文化を象徴する京都で、海外から
の賓客をお迎えし、日本への理解と友好を深め
ていただくための国の迎賓施設です。
公 開 日：  迎賓館のホームページでご確認ください。
参観料金： 大人  1,500円～2,000円　
　　　　　中高生 700円～1,500円
お問合せ： 迎賓館京都事務所　☎075-223-2301

京都御苑 自然ふれあいイベント

京都御苑 秋の自然教室
日　　時：令和2年11月開催予定
内　　容： 秋の御苑で見ることのできる生き物を 

観察します。
＊詳細は決まり次第ホームページなどでお知らせします。

京都仙洞御所
北池舟着

東側のテラス席から
京都御所を望めます

中立売駐車場

京都御苑における新型コロナウイルス感染拡大防止対策について
■�苑内のご利用に当たり次の予防対策にご理解、
　ご協力お願いいたします
◦マスク着用、咳エチケット　・手洗い、手指の消毒　
◦ソーシャルディスタンス（できるだけ２ｍ）の確保　　
◦密集回避のためレジャーシートの利用は控える　
◦大人数のグループでの利用は控える

■�中立売・富小路休憩所、閑院宮邸跡収納展示館及び拾翠亭のご利用に
　当たり次の予防対策にご理解、ご協力お願いいたします
・マスク着用、手指の消毒　
・入場の人数制限　
・席数の制限（中立売休憩所）　
・レジの並びでのソーシャルディスタンスの確保（中立売休憩所）　


